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３４日令のＳＰＦ鶏の結膜嚢内に，鶏IＢウイルスのIowa粘膜上皮細胞は所々において基底膜から剥れ,単層篇平
97棟に感染した発育卵の餓尿液0.03,0(約３×105.5ＥＩ上皮あるいは単層立方上皮細胞様に変形し，細胞質には

、5｡）を接種し，特記すべき臨床症状を認めぬままに，大小の空胞を容れ，綿毛を失なうものが多い。気管腔内
４日後に放血致死させた。提出標本はその鶏の気管上部には少量の漆出物と剥離脱落した上皮細胞が認められる

の横断切片である。《図２）

肉眼的所見：気管腔内に灰白色粘液の軽度の増量を認ザイＩ粘膜表層部にお蝿細胞浸潤や循環障害は，主として
：錘上皮細胞に徽繍反応性病変;つまりもｲﾙｽの感めたほか，特別の異常を認め得なかった。

組織学的所見:粘膜は固有層と下織における細胞浸潤「灘:増殖と直接結p;つく変化一古典的な炎症!?－と
充出血および水腫によって著しく厚みを増している。細みて大きな誤りはないだろう。問題は粘膜深層における

胞浸潤の高度な部位では，粘液腺は圧迫されて変形・細リンパ組織過形成として表現される病変である。この変
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れる。所々'二Biirsa依存性リンパ濾胞の形成もあり，リ・織表現のように考えられる。

ンパ組織過形成の像を示している。他方，固有層を中心病変の意味づけはともかく，提出標本に観察される病
とする粘膜の表層では，浸潤細胞は多種で幼若リンパ系変は麹ＩＢウイルスの感染による急性カタール性気管炎

細胞と非食食性細網細胞が目立ち，活性に転じた線維芽と診断される。

細胞，偽好酸球を混じ，少数のプラズマ細胞も見られる

（図１）。




